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一般質問

Ｆ
Ｃ
東
京
と
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ
る 

小
平
市
の
つ
な
が
り
を
強
化
せ
よ

質
問　

①
令
和
７
年
度
予
定
さ
れ
て

い
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

活
用
し
た
Ｆ
Ｃ
東
京
ラ
ッ
ピ
ン
グ
郵

便
ポ
ス
ト
の
設
置
事
業
の
進
捗
は
。

　

②
Ｆ
Ｃ
東
京
の
練
習
場
移
転
を
踏

ま
え
、
令
和
８
年
度
以
降
縮
小
す
る

事
業
は
あ
る
か
。

市
長　

①
現
在
、
最
終
的
な
仕
様
を

調
整
し
て
お
り
、
７
年
度
中
に
ポ
ス

ト
を
日
本
郵
便
株
式
会
社
へ
引
き
渡

す
予
定
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
は
仕
様
が
決
ま
り
次
第
、

目
標
金
額
を
設
定
し
開
始
す
る
。

　

②
縮
小
す
る
Ｆ
Ｃ
東
京
と
の
連
携

事
業
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
、

様
々
な
取
組
で
連
携
し
て
い
く
。

着
実
な
防
災
対
策
・
訓
練
を

質
問　

①
避
難
所
運
営
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
際
、
正
副
委
員
長
、
８
つ

の
班
長
を
可
視
化
で
き
る
も
の
を
用

意
し
て
お
く
こ
と
が
有
用
で
は
。

　

②
正
副
委
員
長
、
８
つ
の
班
長
が

一
目
で
分
か
る
ビ※４
ブ
ス
を
市
で
作
成

し
、
配
付
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

①
今
後
、
各
避
難
所
の
防
災

倉
庫
に
名
前
を
書
き
込
む
こ
と
が
で

き
る
模
造
紙
等
を
保
管
す
る
。

　

②
各
避
難
所
の
防
災
倉
庫
に
は
表

示
用
紙
を
差
し
込
め
る
ビ
ブ
ス
を
配

備
し
て
い
る
た
め
、
役
職
を
明
記
し

た
用
紙
を
作
成
し
活
用
し
て
い
く
。

公
文
書
扱
い
の
不
正
に
つ
い
て
再
び
問
う

質
問　

①
社
会
福
祉
法
人
と
き
わ
会

で
の
障
害
者
虐
待
問
題
に
関
す
る
公

開
漏
れ
文
書
を
公
開
請
求
者
が
受
け

た
際
、
市
の
公
文
書
管
理
の
ず
さ
ん

さ
が
判
明
し
た
。公
文
書
の
漏
え
い
、

改
ざ
ん
を
防
ぐ
保
存
・利
用
規
則
は
。

　

②
そ
も
そ
も
な
ぜ
こ
の
時
代
に
保

存
期
間
を
定
め
て
い
る
の
か
。
公
文

書
は
全
て
ス
キ
ャ
ン
し
て
電
子
化
し

永
遠
に
保
存
す
れ
ば
よ
い
。
歴
史
公

文
書
の
区
別
も
含
め
て
様
々
な
判
断

が
不
要
と
な
り
、
大
幅
な
工
数
・
コ

ス
ト
削
減
に
な
る
。
そ
れ
こ
そ
Ｄ
Ｘ

の
大
推
進
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

①
公
文
書
管
理
規
則
で
庁
外

へ
の
持
ち
出
し
制
限
な
ど
を
規
定
し

て
い
る
ほ
か
、
原
則
と
し
て
公
文
書

は
文
書
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
で
整
理

し
、
保
存
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ

ー
で
情
報
資
産
の
漏
え
い
等
に
対
す

る
対
策
基
準
を
定
め
て
い
る
。

　

②
公
文
書
管
理
は
条
例
で
市
政
が

適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
の
１
つ
と
し
て
い
る
。
保

存
期
間
は
こ
の
目
的
に
資
す
る
た
め
、

効
力
、
重
要
度
、
利
用
度
、
資
料
価

値
等
を
考
慮
し
て
定
め
る
も
の
で
あ

る
。
保
存
期
間
を
定
め
ず
全
て
の
文

書
を
電
子
化
し
保
存
す
る
こ
と
は
業

務
に
利
用
し
な
い
、
保
存
が
不
必
要

な
文
書
を
理
由
な
く
保
有
す
る
結
果

に
な
る
た
め
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

災
害
時
の
井
戸
の
積
極
的
な
活
用
／

こ
ど
も
・
若
者
へ
の
自
殺
対
策
推
進

水
口
か
ず
え
議
員

（
ま
ち
づ
く
り
市
民
こ
だ
い
ら
）

災
害
時
に
向
け
た
井
戸
の 

積
極
的
な
活
用
に
つ
い
て

質
問　

①
公
共
の
災
害
用
井
戸
の
設

置
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

　

②
公
園
に
災
害
用
井
戸
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

　

③
個
人
や
企
業
が
保
有
す
る
井
戸

の
場
所
は
公
開
さ
れ
る
か
。

市
長　

①
避
難
生
活
で
の
生
活
用
水

の
確
保
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

　

②
公
園
利
用
者
の
安
全
管
理
な
ど

維
持
管
理
や
運
用
面
に
課
題
が
あ
り
、

現
時
点
で
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　

③
防
災
マ
ッ
プ
に
公
開
し
て
い
る

ほ
か
、
所
有
者
の
意
向
を
調
査
し
、

了
承
が
得
ら
れ
た
井
戸
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
ど
も
・
若
者
に
向
け
た
市
の 

自
殺
対
策
の
推
進
を

質
問　

①
市
立
小
・
中
学
校
の
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
状
況
は
。

　

②
身
近
な
人
を
自
死
で
亡
く
し
た

人
が
集
い
、
支
え
合
う
場
で
あ
る
、

わ
か
ち
あ
い
の
会
を
小
平
市
で
も
実

施
、
支
援
で
き
な
い
か
。　

教
育
長　

①
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
を
市
立
小
・
中
学
校
全
校
に
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
市

立
中
学
校
全
校
に
配
置
し
必
要
に
応

じ
て
小
学
校
も
巡
回
し
て
い
る
。

市
長　

②
各
方
面
か
ら
の
要
望
や
現

場
の
状
況
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
実

施
や
支
援
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

孤
立
ゼ
ロ
の
取
組
に
つ
い
て
／

ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
問
題
へ
の
取
組

中
倉
茂
和
議
員

（
市
議
会
れ
い
わ
新
選
組
）

小
平
第
十
一
小
学
校
・
第
十
三
小
学
校
等 

複

合

化

等

を

問

う

質
問　

①
小
平
第
十
一
小
学
校
と
小

平
第
十
三
小
学
校
等
複
合
化
に
つ
い

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
数
は
。

　

②
（
仮
称
）
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

の
運
営
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
何

人
配
置
す
る
の
か
。
地
域
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担
う
職
員
は

ど
の
よ
う
な
業
務
を
行
う
の
か
。

教
育
長　

①
第
十
一
小
学
校
等
複
合

施
設
で
計
25
人
、
第
十
三
小
学
校
等

複
合
施
設
で
計
12
人
が
参
加
し
た
。

市
長　

②
具
体
的
な
人
員
配
置
な
ど

は
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。
地
域
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
は
、
地

域
で
活
動
し
て
い
る
団
体
等
と
顔
の

見
え
る
関
係
を
構
築
し
、
活
動
の
裾

野
や
団
体
間
の
連
携
が
広
が
る
よ
う

働
き
か
け
、
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。
今
後
、
地
域

の
人
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
税
の
引
下
げ
と 

国
民
健
康
保
険
財
政
健
全
化
計
画
を
問
う

質
問　

国
民
健
康
保
険
税
の
改
定
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
引
下
げ
す
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
財
源

の
不
足
額
を
補
填
す
る
た
め
、
一
般

会
計
か
ら
法
定
外
繰
入
れ
を
し
て
い

る
。
東
京
都
か
ら
は
一
般
会
計
か
ら

の
補
填
の
削
減
等
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
引
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

小
平
市
に
お
け
る
「
孤
立
ゼ
ロ
」 

「
孤
独
死
ゼ
ロ
」
の
取
組
に
つ
い
て

質
問　

①
高
齢
者
の
孤
立
ゼ
ロ
を
掲

げ
た
取
組
の
実
施
ま
た
は
検
討
は
。

　

②
市
民
、
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が

参
画
で
き
る
仕
組
み
の
導
入
は
。

市
長　

①
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
計
画

で
高
齢
者
の
見
守
り
体
制
の
充
実
を

施
策
の
柱
の
１
つ
と
し
て
い
る
。
自

治
会
や
民
生
委
員
な
ど
多
様
な
主
体

が
見
守
り
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で

高
齢
者
の
孤
立
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

　

②
自
治
会
等
は
市
が
活
動
の
在
り

方
を
直
接
決
め
る
も
の
で
は
な
い
が
、

様
々
な
見
守
り
事
業
や
市
民
等
の
協

力
に
よ
り
、
高
齢
者
の
孤
立
防
止
が

図
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
問
題
へ
の 

取

組

に

つ

い

て

質
問　

①
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
問
題

へ
の
認
識
と
今
後
の
対
応
方
針
は
。

　

②
盛
岡
市
の
よ
う
に
、
市
職
員
が

介
護
と
仕
事
を
両
立
で
き
る
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
考
え
は
。

市
長　

①
仕
事
を
続
け
な
が
ら
家
族

の
介
護
を
担
う
人
が
抱
え
る
課
題
は

重
要
な
社
会
問
題
で
あ
る
。
東
京
都

か
ら
の
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
配
架
し
て

お
り
、
引
き
続
き
周
知
啓
発
す
る
。

　

②
介
護
休
暇
等
の
制
度
が
あ
り
、

仕
事
と
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
策

定
等
を
通
じ
て
制
度
の
周
知
に
努
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
盛
岡
市

と
同
様
の
取
組
を
行
う
考
え
は
な
い
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
し
働
き
方
、 

働
く
環
境
を
整
え
よ
う

質
問　

①
固
定
的
役
割
分
担
意
識
、

無
意
識
の
思
い
込
み
の
解
消
に
向
け

た
具
体
的
取
組
内
容
と
今
後
は
。

　

②
第
五
次
小
平
市
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
策
定
に
お
け
る
市
民
意
見

の
収
集
方
法
は
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
催
や
専
門
家
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

　

③
働
き
方
改
革
を
進
め
る
た
め
、

市
職
員
の
ニ
ー
ズ
や
意
見
を
ど
う
把

握
し
て
い
る
か
。

市
長　

①
講
座
や
パ
ネ
ル
展
示
、
市

報
等
へ
の
記
事
掲
載
な
ど
に
取
り
組

ん
だ
。
引
き
続
き
啓
発
に
努
め
る
。

　

②
１８
歳
以
上
の
市
民
２
千
人
に
市

民
意
識
調
査
を
行
う
ほ
か
、
８
年
度
、

地
域
懇
談
会
等
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
識
経
験
者
を
委
員
に
含
む

男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
で
意
見

を
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

③
市
職
員
に
対
し
仕
事
と
家
庭
の

両
立
等
に
関
す
る
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
等
す
る
。

集
う
こ
と
を
大
切
に
す
る 

小
平
市
で
あ
る
た
め
に

質
問　

①
集
う
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
築
く
重
要
性
へ
の
捉
え
は
。

　

②
公
園
で
の
花
火
使
用
に
つ
い
て
、

８
月
の
試
行
を
受
け
て
来
年
は
。

市
長　

①
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

②
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

ＦＣ東京のコーチが教えてくれる　親子サッカー教室（市主催）の様子

用
語
の
解
説

用
語
の
解
説

※
１　

ジ
モ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
は

　

株
式
会
社
ジ
モ
テ
ィ
ー
が
運
営

す
る
地
域
の
情
報
サ
イ
ト
「
ジ
モ

テ
ィ
ー
」
を
活
用
し
、
住
民
が
不

要
と
な
っ
た
再
利
用
可
能
な
も
の

を
気
軽
に
持
ち
込
め
る
場
を
設

け
、
必
要
と
す
る
人
へ
販
売
や
譲

渡
で
き
る
仕
組
み
の
こ
と
。

※
２　

Ｕ
Ｘ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
は

　

Ｕ
Ｘ（User Experience

）は
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
か
ら
得
ら

れ
る
体
験
を
意
味
し
、
Ｕ
Ｘ
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
と
は
、
利
用
者
の
満
足

度
向
上
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
行

動
の
後
押
し
に
つ
な
が
る
よ
う
、

分
か
り
や
す
く
的
確
な
表
現
を
用

い
る
情
報
発
信
の
手
法
の
こ
と
。

※
３　

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ

ア
ス
と
は

　

無
意
識
の
偏
っ
た
物
の
見
方
、

無
意
識
の
思
い
込
み
の
こ
と
。

※
４　

ビ
ブ
ス
と
は

　

競
技
者
が
つ
け
る
ゼ
ッ
ケ
ン
、

ま
た
は
ユ
ニ
ホ
ー
ム
な
ど
の
上
に

着
用
す
る
ベ
ス
ト
状
の
服
の
こ

と
。
災
害
時
な
ど
で
、
団
体
名
や

役
割
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も

使
わ
れ
て
い
る
。

市
議
会
を
傍
聴

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

本
会
議
や
委
員
会
は
定
員
の
範
囲

内
で
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
役
所

７
階
の
議
会
事
務
局
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
会
議
当
日
の
午
前
８
時
３０
分

か
ら
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
本
会
議

の
日
程
等
詳
し
い
こ
と
は
議
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ず
さ
ん
な
公
文
書
管
理
は
隠
ぺ
い
の
温
床
。

な
ぜ
許
し
て
い
る
の
か

安
竹
洋
平
議
員

（
一
人
会
派
と
維
新
の
会
）

小
平
第
十
一
小
学
校・第
十
三
小
学
校
等

複
合
化
／
国
保
税
の
引
下
げ
を

細
谷　

正
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
対
策
／

集
う
こ
と
を
大
切
に
す
る
た
め
に

さ
と
う
悦
子
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

Ｆ
Ｃ
東
京
と
小
平
市
の
つ
な
が
り
強
化
を
／

着
実
な
防
災
対
策
・
訓
練
を

福
室
英
俊
議
員

（
自
民
党
小
平
政
和
会
）


